
料金後納郵便

公式

お手間で恐縮ですが、弊廊ホームページや公式SNSにて、最新情報をご確認頂ければ助かります。

160-0022 東京都新宿区新宿3-37-11 安与ビルB2階
03-3352-5118  gallery@kakiden.com

令和5年4月14日（金）～19日（水） 会期中無休
開廊時間：午前11時～午後7時（最終日19日は午後5時まで）
作家在廊日：会期中、全日在廊予定

唐津 隆太窯

中里健太 陶展

　中里健太さんの住む唐津・見借には、祖父・中里隆さんが約五十年前に開窯した隆太窯があ
ります。東洋陶磁学の草分け、小山冨士夫先生が命名されました。
　この窯場には、小川が流れ、森の清らかな空気のなかで、うつわが誕生します。隆太窯こそ、
日本一美しいやきものの里、うつわの桃源郷です。じつを言うと、私は隆太窯でうつわを使う
真の楽しみを知りました。気に入ったうつわがあれば、酒や料理が一層美味しくなる。共に楽
しむ仲間がいれば、なおうれしい。身近に手ごろなうつわがあれば、それに花を挿すことができる。
花があれば人の心は自然に潤い、気分が高揚してくる。
　唐津焼のマエストロと呼ばれる初代の隆さん、それに続く二代目の息子の太亀さん、さらに
は娘の花子さん。お二人とも今や日本の陶芸界を代表する作陶家です。そして、いよいよ三世
代目の健太さんも隆太窯を支えていく時代となりました。彼の目指すのは、使う人々 の暮らし
に寄り添えるうつわづくりです。祖父や父が進んできた道を、しっかりと踏みしめて参ります。
　この令和の時代の作陶は、決して平坦なものではありません。皆様、健太さんの仕事ぶりを、
末永くお見守り下さいますようにお願い申し上げます。 荒川正明（学習院大学教授）

中里健太陶歴 平成 5年 唐津に生まれる
　 平成27年 父、中里太亀に師事　
　 令和元年 銀座新古美術万葉洞にて親子三代展
　 令和 3年 福岡 ギャラリートミナガにて初個展、唐津 洋々 閣にて個展
　   福岡 PROPOSTA di CASA オープニング記念食事会として
     La Maison de la Nature Goh 福山剛氏のコース料理の器を制作
    同会場にて展覧会を開催




